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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  遠隔操作されている最中に、遠隔操作中であ
る旨の警告メッセージを表示することができるようにす
る。
【解決手段】  外部機器から通信制御部８を介して遠隔
操作される場合に、メッセージ表示部１０は外部機器か
ら通信制御部８を介して入力する情報により遠隔操作中
である旨の警告メッセージを表示し、操作制御部９は超
音波診断装置側の入力操作を制限する。また、メッセー
ジ表示部１０には、画像の良否等の故障診断の結果が表
示され、超音波診断装置側の操作者は、超音波診断装置
の故障診断を行うことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  外部機器と通信する通信制御手段を有
し、前記外部機器から前記通信制御手段を介して通信授
受される情報に基づいて遠隔操作される超音波診断装置
において、
前記外部機器による遠隔操作中に超音波診断装置側の操
作を制限する制限手段と、前記遠隔操作中に遠隔操作中
である旨の警告メッセージを表示する表示手段とを備え
たことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  外部機器と通信する通信制御手段を有
し、前記外部機器から前記通信制御手段を介して通信授
受される情報に基づいて遠隔操作される超音波診断装置
において、
前記外部機器による遠隔故障診断操作中に故障診断用の
ファントム等の画像を取得するための操作手順を表示す
る表示手段と、前記表示手段に表示された操作手順に従
って取得した画像を前記通信制御手段を介して前記外部
機器に送信させる手段とを備えたことを特徴とする超音
波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に係
り、特に超音波を被検体内に送受し該被検体の診断部位
について超音波断層像或いは血流像を表示する超音波診
断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図６は、特開平１０－１３７２４３号公
報に記載された従来の超音波診断装置のハードウェア構
成例を示すブロック図である。図６に示すように、この
超音波診断装置は、主として、被検体内に超音波を送受
信する探触子１と、探触子１を駆動して超音波を発生さ
せると共に受信した反射エコーの信号を処理する超音波
送受信部２と、超音波送受信部２からの信号を時系列に
複数フレーム記録するシネメモリ３と、シネメモリ３か
ら読み出したデータを超音波ビームの走査線毎に書き込
んで画像データを形成するスキャンコンバータ４と、ス
キャンコンバータ４からの出力信号を画像として表示す
る画像表示装置５と、上記各構成要素を制御する制御部
６と、超音波送受信部２から直接出力された出力データ
又はシネメモリ３からの出力データのいずれかを選択す
る切換器７と、制御部６を介して外部に対するデータの
通信を制御する通信制御部８とから構成されている。
【０００３】上記通信制御部８は、超音波診断装置内の
画像と、演算結果等の各種データと、制御プログラム等
との外部に対して通信の授受を制御する。
【０００４】次に、外部との通信の処理手順を説明す
る。まず、通信制御部８は外部からの遠隔故障診断等の
割り込み要求を受け付けて記録する。続いて、通信制御
部８は受け付けた割り込み要求が正規の割り込み要求で
あるか否かを判定し、正規の要求の場合は、制御部６に
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割り込み処理の内容を伝達する。尚、制御部６は受け付
けた処理の内容から制御の分類を判断し、当該部分を制
御する。
【０００５】次いで、従来の遠隔操作によるソフトウェ
アのバージョンアップの例を説明する。ソフトウェアの
バージョンアップの場合は、まず外部のコンピュータか
ら通信開始要求がされ、その後共通バスに通信開始要求
信号が出力される。続いて、通信制御部８は外部のコン
ピュータから送り出された通信情報を受信し、開始要求
信号が入力されると、バスラインを明渡し、受信待ちの
状態で待機する。次いで、通信制御部８はソフトウェア
のバージョンアップを意味する情報を検出する。次に、
検出された情報は制御部６に送られ、制御部６は実行中
の処理を優先度に応じて中断、打ち切り、終了待機し
て、ソフトウェアの転送受け入れの準備をする。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、従来の超音
波診断装置では、ソフトウェアの転送受け入れの準備を
している際にキーパネルからの操作を受け付けず、さら
に、超音波診断装置側にソフトウェアを転送中である旨
の表示がされないため、超音波診断装置が故障のために
操作ができないか、あるいは遠隔操作中のために操作が
できないかを判断することができなかった。
【０００７】同様に、画像データを遠隔操作により転送
する場合も超音波装置を使用禁止にするか、あるいは一
部の処理を使用禁止にする必要があるが、その旨の表示
は行われていなかった。このため、超音波診断装置を診
断に使用する場合に、機能が正常か否かを判断すること
ができなかった。
【０００８】また、一部の機能を使用禁止にしてある場
合に、他の機能で置き換え可能かを判断しながら操作し
なくてはならず、非常に不便であった。更に、このよう
な操作は誤診を誘発する恐れがあった。同様に故障診断
を遠隔で実行する場合も、検査中の機能が使用禁止とな
り、装置が正常か否かを判断できないため非常に不便で
あり、誤診を誘発する恐れがあった。
【０００９】他にも、遠隔操作による診断や遠隔故障診
断等が実用化されているが、例えば遠隔操作の際は装置
を使用禁止にするなどして、遠隔処理の都合のみで装置
が構築されていた。
【００１０】さらにまた、従来の超音波診断装置におい
ては、離れた場所にある超音波診断装置を遠隔操作にて
故障診断している時に、超音波診断装置の使用者に故障
診断の協力を得ることができなかった。
【００１１】例えば、第１に超音波断層像の画質を把握
する手段を設けていないため画質が劣化しているか否か
の判定ができなかった、第２に超音波診断装置の濃度分
解能を把握する手段を設けていない、第３に超音波診断
装置の空間分解能を把握する手段を設けていない、とい
う状況であった。
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【００１２】さらに、これらの情報は超音波診断装置側
に表示されず、その超音波診断装置が故障のためにクロ
ストークが大きくなったか、あるいは遠隔操作中のため
操作ができないかを判断することができなかった。この
ため超音波診断装置を診断に使用する場合に、機能が正
常であるかを判断しながら操作しなくてはならず非常に
不便であり、誤診を誘発する恐れがあった。
【００１３】さらにまた、従来の超音波診断装置におい
ては離れた場所にある超音波診断装置を遠隔操作してい
る時に、第１に遠隔操作が超音波診断装置の故障の原因
を調査しているか否か、第２に超音波診断装置の故障状
況を把握している最中か否か、第３に故障した超音波診
断装置を修理している最中か否か、第４に超音波診断装
置のソフトウェアをバージョンアップしている最中か否
か、第５に画像等のデータを送受しているか否か、とい
った情報を超音波診断装置側に表示することがなかっ
た。従って、超音波診断装置は故障のため操作ができな
いか、あるいは遠隔操作中のため操作ができないかを判
断することができなかった。これでは急患等のため緊急
に超音波診断装置を診断に使用する場合に、機能が正常
か否かを判断しながら操作をしなくてはならず、非常に
不便であり誤診を誘発する恐れもあった。
【００１４】本発明の目的は、遠隔操作されている最中
に、遠隔操作中である旨の警告メッセージを表示するこ
とができる超音波診断装置を提供することにある。
【００１５】本発明の他の目的は、遠隔操作にて故障診
断する場合に、超音波診断装置の使用者に故障診断の協
力を得ることができる超音波診断装置を提供することに
ある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本願請求項１に係る発明は、外部機器と通信する通
信制御手段を有し、前記外部機器から前記通信制御手段
を介して通信授受される情報に基づいて遠隔操作される
超音波診断装置において、前記外部機器による遠隔操作
中に超音波診断装置側の操作を制限する制限手段と、前
記遠隔操作中に遠隔操作中である旨の警告メッセージを
表示する表示手段とを備えたことを特徴としている。
【００１７】本発明によれば、遠隔操作中に超音波診断
装置側の操作を制限し、遠隔操作中である旨の警告メッ
セージを表示するようにする。
【００１８】本願請求項２に係る発明は、外部機器と通
信する通信制御手段を有し、前記外部機器から前記通信
制御手段を介して通信授受される情報に基づいて遠隔操
作される超音波診断装置において、前記外部機器による
遠隔故障診断操作中に故障診断用のファントム等の画像
を取得するための操作手順を表示する表示手段と、前記
表示手段に表示された操作手順に従って取得した画像を
前記通信制御手段を介して前記外部機器に送信させる手
段とを備えたことを特徴としている。
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【００１９】本発明によれば、遠隔故障診断操作中に故
障診断用のファントム等の画像を取得するための操作手
順を表示し、表示された操作手順に従って取得した画像
を通信制御手段を介して外部機器に送信させるようにす
る。これにより、画面指示に応じた必要なデータの収集
ができ、故障診断の協力を得ることができる。
【００２０】超音波を被検体内に送受し該検体内の診断
部位について超音波断層像或いは血流像を表示する超音
波診断装置において、離れた場所にある超音波診断装置
を遠隔操作によりデータの送受及びソフトウェアのイン
ストールをすることにより、遠隔故障診断で画質の判定
をすることができる。
【００２１】更に、遠隔操作で画像データ転送、ソフト
ウェアのバージョンアップ、故障診断等を実施し、操作
の実行中はその旨の警告メッセージを表示し、超音波診
断装置本体の操作を制限することができる超音波診断装
置によって、故障診断中にファントム等の使用手順をメ
ッセージ表示し、表示に従って遠隔地でリアルタイムに
検査の結果の判定をすることもできる。
【００２２】更に、遠隔操作により故障診断を実行し、
故障診断実行中、或いは故障と判定した場合の当該検査
機能が充分機能しない旨の警告メッセージを表示し、超
音波診断装置本体の当該検査機能の操作を制限すること
もできる。
【００２３】更に、ハードウェアで実施する方式以外で
も、出力信号を画像として表示する画像表示装置と、上
記各構成要素を制御する制御部と、上記制御部を介し
て、超音波診断装置内のデータを外部に対する通信を制
御する通信制御部とを備えて成る超音波診断装置におい
て、超音波診断装置を遠隔操作をしている最中に、超音
波診断装置の表示画面に遠隔操作中である旨の警告メッ
セージを表示するアルゴリズムを搭載した超音波診断装
置も同様の効果を得ることが可能である。
【００２４】
【発明の実施の形態】以下添付図面に従って本発明に係
る超音波診断装置の好ましい実施の形態について詳説す
る。
【００２５】図１は、本発明に係る超音波診断装置のハ
ードウェア構成例を示すブロック図である。図１に示す
ように、本発明に係る超音波診断装置は、主として探触
子１と、超音波送受信部２と、シネメモリ３と、スキャ
ンコンバータ４と、画像表示装置５と、制御部６と、切
換器７と、通信制御部８とから構成される。超音波診断
装置は、超音波を被検体内に送受信し該被検体の診断部
位について超音波断層像或いは血流像を表示する。
【００２６】探触子１は、その内部（図示省略）に、超
音波の発生源であり生体内からの反射エコーを受信する
一つ又は複数の振動子を有し、機械的又は電子的にビー
ム走査を行い、被検体内に超音波を送受信する。
【００２７】超音波受信部２は、探触子１から被検体内



(4) 特開２００２－３５５２４４

10

20

30

40

50

5
へ超音波ビームを送信する際の、その超音波ビームを形
成するための公知の送波パルサ及び送波遅延回路と、探
触子１の各振動子で受信した反射エコー信号を増幅する
受信増幅器と、受信した各反射エコー信号の位相を揃え
て加算し、受波超音波ビームを形成する受波遅延回路
と、加算器などから成る整相回路とを有する。超音波受
信部２は、探触子１を駆動して超音波を発生させると共
に受信した反射エコーの信号を処理する。
【００２８】シネメモリ３は、超音波送受信部２からの
信号を時系列に従い、複数フレーム記録する。スキャン
コンバータ４は、シネメモリ３から読み出したデータを
超音波ビームの走査線毎に書き込んで画像データを形成
し、例えばＢモード断層像のデータに変換する。
【００２９】画像表示装置５は、例えばＢモード断層像
のデータを入力して表示するテレビモニタから成り、ス
キャンコンバータ４からの出力信号を画像として表示す
る。制御部６は、超音波診断装置の操作を制御する操作
制御部９と、メッセージ表示部１０とから構成され、内
部に中央処理装置（CPU ）を有し、各種の制御データや
制御用のソフトウェアが格納されている。制御部６は、
上記各構成要素の動作を制御する。
【００３０】切換器７は、シネメモリ３の後段に設けら
れ、超音波送受信部２から直接の出力データ又はシネメ
モリ３からの出力データのいずれかを選択し、選択され
たデータをスキャンコンバータ４へ送る。通信制御部８
は、制御部６を介し、超音波診断装置内のデータを外部
に対して通信することを制御する。
【００３１】図２は、操作制御部９及びメッセージ表示
部１０を有する本発明に係る超音波診断装置の遠隔操作
時の処理を示すフローチャートである。
【００３２】図示しない外部機器から通信制御部８を介
して遠隔操作される場合に、メッセージ表示部１０は外
部機器から通信制御部８を介して入力する情報により遠
隔操作中である旨の警告メッセージを表示し（ステップ
１００，ステップ１０２）、操作制御部９は超音波診断
装置側の入力操作を制限する（ステップ１０４）。
【００３３】続いて、外部機器から参考画像と、この参
考画像に対応した故障診断用のファントム等の画像を取
得するための操作手順の情報が通信制御部８を介して入
力され、メッセージ表示部１０には前記操作手順が表示
される（ステップ１０６）。また、図３に示すように画
像表示装置５には前記入力した参考画像が表示される
（ステップ１０８）。
【００３４】超音波診断装置側の操作者は、メッセージ
表示部１０に表示された操作手順にしたがって故障診断
用のファントム等の画像を取得するための操作を行う。
尚、操作制御部９は入力操作の制限を受けているが、上
記操作は可能になっている。超音波診断装置は上記操作
にしたがって故障診断用の画像を収集する（ステップ１
１０）。そして、スキャンコンバータ４から出力される
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収集した画像は、図３に示すように参考画像と並列して
画像表示装置５に表示される。これにより、超音波診断
装置側の操作者は、参考画像と収集した故障診断用の画
像とを比較することにより超音波診断装置の故障診断を
行うことができる（ステップ１１２）。
【００３５】一方、前記収集した故障診断用の画像は、
制御部６及び通信制御部８を介して外部機器側に転送さ
れる。外部機器側の故障診断を行う者は、転送されてき
た故障診断用の画像と参考画像とを比較し、その比較結
果を超音波診断装置側に送信する。これにより、メッセ
ージ表示部１０には、画像の良否等の故障診断の結果が
表示され、超音波診断装置側の操作者に故障診断の結果
が知らされる（ステップ１１４）。尚、故障診断を行う
外部機器側では、超音波診断装置の濃度分布を把握する
手段や空間分解能を把握する手段等を有し、高度な故障
診断が可能である。
【００３６】次に、本発明に係る超音波診断装置の他の
実施の形態を示す。図４は、操作制御部９及びメッセー
ジ表示部１０を有する本発明に係る超音波診断装置の遠
隔操作時の処理を示すフローチャートである。
【００３７】外部機器から通信制御部８を介して遠隔操
作される場合に、図５に示すように、メッセージ表示部
１０は外部機器から通信制御部８を介して入力する情報
により遠隔操作中である旨の警告メッセージを表示し
（ステップ２００，２０２）、操作制御部９は超音波診
断装置側の入力操作を制限する（ステップ２０４）。
【００３８】遠隔操作が継続して行われる場合は、ステ
ップ２０２～ステップ２０６の処理を繰り返す。遠隔操
作を終了する場合は、メッセージ表示部１０は外部機器
から通信制御部８を介して入力する情報により遠隔操作
中である旨の警告メッセージを消去し（ステップ２０
８）、操作制御部９は超音波診断装置側の入力操作の制
限を解除する（ステップ２１０）。
【００３９】本発明に係る超音波診断装置において、離
れた場所にある超音波診断装置を遠隔操作している最中
に、超音波診断装置の画面上に遠隔操作中である旨の警
告メッセージを表示することで、超音波診断装置側で遠
隔操作中か否かの判断をすることが可能となる。また、
表示画面に遠隔操作中である旨の警告メッセージが表示
される間は超音波診断装置側の入力操作を制限すること
で、遠隔操作のために超音波診断装置側の入力操作が使
用禁止になっていることの判断が可能となる。
【００４０】更に、本発明において遠隔操作により画像
データ転送、ソフトウェアのバージョンアップ等を行
い、処理の実行中はその旨の警告メッセージを表示画面
に表示し、超音波診断装置側の操作を制限することで、
超音波診断装置がどのような状態にあるかを判断するこ
ともできる。
【００４１】更に、本発明において通信制御部を介して
遠隔操作中に、操作手順等を表示し、スキャンコンバー
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タからの出力信号と並列して、参考画像を表示すること
により画質判定が個人差無く実行できる。
【００４２】更に、本発明において遠隔操作により故障
診断を実行する際に、超音波診断装置が故障診断実行中
或いは故障と判定された場合に、超音波診断装置の表示
画面に当該検査機能が充分機能しない旨の警告メッセー
ジ表示する。そして、超音波診断装置側の当該検査機能
の操作を制限することで、装置の検査機能が正常か或い
は故障しているかを判断して、装置の状態を把握するこ
とができ、これにより誤診を誘発する恐れを回避でき
る。
【００４３】更に、本発明において遠隔操作による故障
診断の実行中に、超音波診断装置の表示画面にファント
ム等の使用手順のメッセージを表示し、表示に従って検
査機能を有するようにする。これにより、遠隔操作中で
超音波診断装置を操作できない時間を有効に活用するこ
とができる。
【００４４】
【発明の効果】以上説明したように本発明に係る超音波
診断装置によれば、遠隔操作において超音波診断装置側
と同じ並列表示画像が得られるので、操作者が画面指示
に従ってデータを収集し、リアルタイムで画質を判定す*
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*ることができる。更に、超音波診断装置内のデータを外
部機器と通信することが可能で、画質評価データを一元
管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る超音波診断装置のハードウェア構
成例を示すブロック図。
【図２】本発明に係る超音波診断装置の遠隔操作時の画
質判定処理を示すフローチャート。
【図３】遠隔操作中である旨の警告メッセージと比較す
る参考画像との表示例を示す図。
【図４】本発明に係る超音波診断装置の遠隔操作時の処
理を示すフローチャート。
【図５】遠隔操作中である旨の警告メッセージの表示例
を示す図。
【図６】従来の超音波診断装置のハードウェア構成例を
示すブロック図。
【符号の説明】
１…探触子、２…超音波送受信部、３…シネメモリ、４
…スキャンコンバータ、５…画像表示装置、６…制御
部、７…切換器、８…通信制御部、９…操作制御部、１
０…メッセージ表示部

【図１】
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